
別水に)1]いるもので，旧77肝川の派川今切川の倒浜湖止

樋門より下流か01脱水しており塩分が古まれている。工

業用水としては地下水からも1&ホしておムその主なも

のをあげれば去 1-10のとおりである。

一方，支川銅山川かり柳瀬ダムを通じて愛媛県へ分水

されている水は，伊予三防およひ')11之江地l互の工業用水

としてもtJ!JHされており，その水位は日訟で18万m'程

度である。これは現状での分水能力としては限非であ

り，これ以上の取水の余力はない。取水現況の内訳は表

1-11のとおPである。

3-1-6上水道用水

現在上水道用水としてl白水しているのは徳山市，的P'J

市，池田町など5カ市町村でその取水量はO.6522m
J
jscc

であり，その内訳を表1ーBに示す。

なお，これらのほかに淀内地の伏流水あるいは地 F水

かb取水している上水道や間品水道もあリ，その欽は21

カ所.J&水量合計は約O.4m~/sec である。

3-1-7舟 運

古田f川も古くは池田から徳尚の!日!における交通路とし

てill要な位位を占的，何舟の往来もひんぱんであったが

明治以後は他の河川と同保，近代交通機関の発達と平水

誌の減少からその価値はうすれ，現在では舟迎としての

機能はほとんどないといヮてよい。

それでも本川町河口から第 Hl<!までの約 13kmは感祖l

区域で水深もかなりミミきく，出利採取船，機帆船などが

出入日しているが輸送体系としての利用院は少ないよう

である。第 1-堰から上流では，かつては柿~~も少なく公

営，私常の渡船も多かったが，近年では橋梁の架設に応

じて揃次減少して今ではほとんどなく， したがって舟航

表 1-9 表流取水による工業用水の現現

…』ぎJ竺L
f，lj fl' !M総州 0.0011i吉 tH川

淵 3レーヨシ 4tUl叫 O.56[ 日吉弘削

日 i 叙品 油田刊 0.317i 日吉出切H

大塚化学車 11，I 10，00司 0.116 日古里引H

4 計 出"司1.024 日吉居間1

JH亜合成ヒ学 21¥.00司 0 司今切川l

-s-Jl' 1-'瓦.，01 1叫
表 1-10 地下水取水による工線用水の現兄

l 収支祉

会社名 1示訂日戸7
車邦 L ーヨ/' I 70即 0; O.BHl 

日 i 柏あ 4 田弘4s::!

}j[ ill~ 合成 8凹 0: 0.09::1 

日本百組工業 10剛 O.lHi 

--1「一一一つ五両1.621 

表 1-11 伊予三島，川之江地区の工業岡崎

会社 名 1 1跡 W.銅削11鵠15i
大王製紙

九{主製紙

他

25，OOU 

10， UOO て σJ 

刷出斗
叫

56，3田(0.6522rn31出，)

としての利用は釣舟などがあるだけである。 jj，-f流.)徳品l!i付近では吉野川町派川を利用して徳

島港，今切港，栄首tf占の :n-lliがあって漁船や沿tl~航路の基地として利用されているが，いずれもその

航行水深を河川流批に頼ヮ Cはいない。したがって，古野川としては舟迎に必要な流量というものは

考えておらず，利水の現状としても問題はなかった。

3-1-8漁業
吉野川水系の水域に抜g-tる魚類は;J.<.1-13のとおりであ@治主産業的に況裂なものは，全川にわ
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たる鮎，ウナギ，ハヤなどである。そのほか河口什泣ではわずかではあるが海苔が義航されている。

表 1-13 吉野川に産する魚

一竺. I ) . ! ( ー し r r . す る 魚

一千 本抗上 t域(大奈川1音色む) 1 アマゴ。ハグギギ。ウグイ，アユ。エジマス，ウナギ。コイ
(阿世池閏町一近より一二ifiD

古野川本流<1'流明 |アマゴ1 ハゲギギ，ウナギ，ニジマス，ヤマ lイワナ，マルタ，フナ!

(阿臨池凶町{寸近より岩i'Itまで)ウグイ。カマキリ，コイ，アユ，オイカワ

古野川本流 F流域 |ヤマトイワナ，マルク，ウグイ。アユ1 オイカワ 7 ポラ，スズキ，フナ，

(岩r~tより河口設で)コイ，ハゼ，ウナギ，ナマズ，カマキリ

穴 内 川 |アユ。フナ。ウナギ，コイ

伊予川(含銅山川Il 1アユ，フナ，コイ，ウナギ

祖谷川〈松尾}I口 |アカザ，ハヤ，アユ，オイカワ ウナギ

穴 吹 )11 Iアカザ，ハヤ，アユ，オイカワ，ウナギ

貞 光 川1 Iアカザ，ハヤ，アユ，オイカワ，ウナギ

Dli 吐 川 |アカザ，アユ，ハヤ，オイカワ，ポラ。スズキ，ウナギ1 カマキリ，

ハゼ，フナ，ナマズ

3-1-9観光

吉野川の71<を布川1した観光資源としては奇勝大歩危，小w危付近の川下り，上流本山町での鵜飼い

などがあり，それぞれその季節には多数の観克容を集めている。

3-2 これまでの水資源開発

3-2-1概説

吉野川水系の水は，これまでに池田から下流の沿岸i民地でのかんがい!日木やi士山市・鳴門市での都

市用水など本川筋下流で利用されているほか. J流では他流域への分水や，両法器を利用して発泡な

どに使われていた。

しかしながら下流での水利用は，自然の河川流況をそのまま使うというかたちで，その取水の方法

も，機械揚水式によるか簡単な堰や樋門を利用するもので，いわゆる水資源開発といえるものではな

い。したがって占野川のこれまでの水資前日発としては，上流での分水事業と宛lll'lr.止に限られる。

上流域からの分水としては，主川銅山)11から愛媛県側の赤之井川へ分水する銅山川分水と国頃川へ分

水する別子分水のほか，両知県側へは本川 k流から仁淀川へ分水する仁淀川分水と支部穴内川から因

分川へ分水する穴内川分水がある。発泡'1>*としてはこれらの分水を利用して行うもののほか，祖谷

川筋をはじめとして各支川の上流でも行われており，古野川は古くから電源の川として注目されてき

た。以下にこれら分水事業とill源の開発について，それぞれの事業の経緯を述べる。

3-2-2銅山川分水

愛媛県の伊予三島市，川之江市を中心とする宇摩平野は，前i戸内海に而して細長く展開しており，

すぐ背後にけわしい山脈が京商に走っているため川はいずれも短く木誌もほとんどない。

したがって，古くからこの付近-;ilH土木不足に悩まされ，絶えず司書に襲われてきた。安政2年お

よびそれにつづくx干容を契機として，この水不足の問題はいっそう深刻なものとなり，その解決策

として，山脈のすぐ向側を流れている凱かな銅山川の水を分水利用することが考えられた。そこで庖

9 
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応3年，時の三J占代官松ド節也は，この銅山川の水をトンネノレで宇JlillJ]咽fに導く計耐をた(，ここに

銅山川分水計聞なるものがはじめて具体的に打出されてきた。しかし，この事業はあまリにも大きな

ものであり，地元の有志やみ〈聞によって多くの努力がはらわれてきたにもかかわらず，その実現には

至らなかった。

その後，大正 3年には地元有志が剖水*業として，翌 4 年には JF予水力株式会社が発泊)I~~詰とし

て相ついで分水事業の許可を知戸'1;に申請した。さらに翌5年には，これらが一体化されて事業変吏の

出版がなされ，愛媛県知事は内務メ臣に出版許可をけ1抗するとともに，徳島県に協議を申し入れた。

しかし，この計画は毎秒約<1n?以下の水は寸へて愛媛県に分水するというもので，徳島県にとっては

いわば渇水J聞の水をこーっそりとられることになり，当然保をあげての反対となって，ついに大正8年

6月この世議は不調に終わった。

ところが大正13年，またも宇摩地方は大千容に民われ，愛媛県内には再び分水を希望する}!iが高ま

ってきた。大正15~f-，叫が中心となって疎水事業期成同盟会が結成され， liiJ1F7月には内務大臣にこ

れまでの計両を変克した新しい分水事業計画を出版した。この計岡はさきの計回よりもダムの規模を

大きくして，毎秒12.7mJ以下のときにはそのまま全流祉を下流に放流し，それ以上のi時には全部ダム

に貯印して愛媛県側に分水するというもので下流の流況を思くしないという考え方であった。

しかし，この計聞に対しても当然他刈1;JJ;\は反対の態度を示L"そのためIIf~和 G 年には内務省が両県

r.:l nJ~と協議して，祉~ÎlciJ以の 1M水J聞にはさらに下流に対して泊水補給を行うという新しい考えなどをお

りこんだ7項目の協定案をつくり，両県のJHJをまとめようとした。このとき徳山以の一部ではある程

度軟化する気配もみられたが，徳山県議会では三木I向ニをはじめとして強硬な反対論が大掛を占め，

ついに昭和8年にはおりから起こった両知県への分水計回に対する考えも含めて，分水には絶対反対

するという内容をもヮた「吉野川開全に仰するill議」が満場一致で議決され，ここに再び協議は不調

に終わってしまったや

昭和9年，愛媛県会が銅山分水*業の促進路議案を可決し，分水の促進を強く張望したのを機会

に，内務省がil}び1111にはいつ C斡旋に努めた結果，かんがい!Hホのみの分水を目的とし，下流への放

流i止を大幅に多くすることを'白子とした協議が， lI13flll1年1月30日両県のHUで成立することになり，

ここに長年の懸2主であった分水問題もようやく解決L"まず分水除道工可1>から着手されることとなっ

た。しかしこの協定成立後， 日中~Jト変，第 2 次世界大戦と戦争が相ついで，エ'1目立遅々としですすま

ず，一方， 1]1事引常体制から 1次協定では除かれていた発市:']C業が再び!mえられることとなり，昭和

20年2)l?l1z次分水協定が成立したものの，戦争i政化によりそのまま工事は中止されてしまった。

終戦後，愛媛以は中断された工事を再開せんとしたが，徳品以より第 2次協定は国策にそ ο たもの

で下流放流i止を減らされており，協議も整っていないとの持論が出されて~l}び阿Fμ'JlUJでの折衝が繰

返され，内務省，凹国行政事務局などがmJにはいり，斡旋に努めることになった。ての結果，昭和22

年3月11日，第2次分水協定で減らされていた下流への放流量を，郊 1次分水協定の時に決められた

量にまで復活することで第 3次分水協定が成立L"おりから建設省側で検討されてきた洪水調印の目

的も加えて，柳瓶ダムを多目的ダムとすることにして，昭和24'1]::'4月， Yr'-より委託された建設省の手
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置

によってグム工dトがはじめられた。

その後， !:f;3次協定では明記されていなかったダムの市さを53m以!と明記し，そのほかグム工事

完成前でも，岡県の協議によって分水できることなどの追古而を古めた第4次分水協定が昭和26Q;.3

月に成立し，抑制ダムは昭和28年10)'1に完成した。

工事竣工後，銅山)11およびダムは国の限時で管理すること左なり，柳瀬ダム管理所をJ世田した。し

かし，昭和31年になって愛媛県が分水協定に定められた水晶以 lに分水しているという徳島県側から

の強い抗議が出され，同時に協定厳守を要求してきた。これは発mの最大使用量水量は毎秒3.3m3と

定められているのに，愛媛県が尖頭負荷時の最x使用品である5.8m3の規模で最大限に分水したこと

と，かんがい用水が発l註に含まれていると解釈する徳品目Lと，含まれていないとする愛媛県側の解釈

の泣いから生じたものであった。これらの事佐、は. 七述の分水協定の解釈の迷いのほか，伊予三島・

川之江地区の工業用水に対する需要が高まってきたことによるもので，愛媛県としては，一度は建設

省中国四国地方建設局から愛媛県に山された協定厳守の指示に従ったものの，昭和32年5月には銅山

川の水をもっと有効に使いたいとの主旨で，現分水協定の改訂について中国四国地建局長に対し斡旋

を求めたきた。

この分水協定改訂の問題は阿HAの政治問題にまで発展L"とくに徳品県では過虫の協定違反に対す

る愛媛県への不信感が強く，改E汀に反対し現協定を厳守「ることを強く表明してきた。これに対L"

中国四国地主主局長が説得斡旋に努めた結果，

a::今後分水の違反が生じないように分水取水口は中国四国地方建設局が管理IIする。

②年H¥12，凹O万m'といわれる無劫放流を1i効に使う。

也)分水協定は改訂する。

という基本原則が両県で了承され，ここに昭和田年10月 1日，第6次分水協定が両県知事の聞で結1"

れた。

この第5次分水協定によって，抑制グムの放流量はこまかく区分され，吉野川の岩手i土地点の流量と

銅山川流hl:の流況によってその日の調整放流量が決められ，そのため¢刊限水位ももうけられた。そ

の結果，盟l*lDlのあまった水のむだが減少し，年間約3位m"の流入誌のうち l位m'が下流へのJJi任

放前日， 1 {自m'が分水， 1低m'が無効放流されることになった。現在家でこの分水協定によって，柳

瀬グムからの銅山川分水が実施されているのであるカL能量!!I})J平明浦ダムが完成するとともに，この

分水協定による下流への武任放流

誌が早明前lダムによって肩変わり

されることにより，愛媛県として

は抑制ダムに流入する水誌につい

ては自由に使用できることとなる

予定である。現況の分木関係の施

設をあげれば表 1-14，去 1-15

のとおりである。

表 1-14 銅山j出子水に伴うダム

河川名いム名 ダム;川

銅山 JIII 日朝 日 Dm I 

有効容量 i完rij(sF月日

却，回0，佃Dm'い百和 28~plO}月

表 1-15 銅山川分水に伴う発電所

河川名|描屯所名!駄出力|舵用制|摘 亜

脱リ111側 υ11第 l指田町r1 1仏7帥イ叩m"1関，1枇井111へ分水

銅山川|銅山川出2措置所 I2，6αk叶 5.8OmJ/~ec 
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3-2-3別子分水(じ按分水〉

銅山JI!QJfiz上流部ヒ詐地点から新居浜地l主へ水をひくことは明治初持lから唱えられていて，明治19

i f=.にすでに水平[11mがとられていたようであQが.~胞はかなりおくれて[m古45~F.12月，住友鉱山によ

って端出場発泊所(当初沿大出力4，800b'ゆが建設され，分水が開始されたのがはじめてであるω し

かしこの頃はまだ分水についての下流山への協議も必要でなく，また小規模なものであったりで，銅

山川分水 f生じたようヰ|叫閣は起こらなかった唱その能，昭和4&pにじ詐ダムが t位古田'川水力む気

株式会社(住友共同世力株式会社の前身〉の平によって築造されて.Jti大1.2m3j出 Cの水が新居浜地

l王へ送られ，主として住友系各社の屯力供給に使用された。これがいわゆるじ番分水である。

戦後，この新居浜地区での工業化が伸びるにつれて，屯f誌のほかに工業用水の需要も仲び，あらた

な用水確保の方法が検討されることとなった。この結果，昭和31年頃から悶関川を中心とする総合開

発計闘が立案されて，その-rnl>業としてこのじ部分水を強化する計画も含められた。この言師団は，

既設のじ詩グムの fiifiにあらたに貯水容hl<7J;ミきい別子ダムをillj世して，国領川への分水強化を図る

もので(別子分水と呼ばれる).この分水を利用 Lて国官i川筋に来'1'苑'i(1:所を新設するとともに，さ

らに下流の山森地点には洪水制1m.工業用水，発-;-[]:を目的とする多目的ダムの山森グムを築造し.rrr 
居浜市の工業川水の確保と屯力jM古の強化に役立たせるというものであった。しかしこの分水強化計

聞は，当然，銅山川 F流の柳瀬ダムから分水している伊0[.三品・川之江地区との利害関係を起こすこ

ととなり，その具体化はjIfれていた。

しかしこのように県内での訓盤が巡れてい匂ことから，総j品以自 lからの疑惑を招くこととなり，そ

の実現は危ぶまれたのであったが.iJ!設省河川局長，四団地}1局長の斡旋によって，抑制グムからの

F流背任放流量はこの別子分木古|岡iIIIと変克しないということで川県知事の協議が成立し，ここに別

子分水計聞の新規着工が可能となった。 lili;i，;ダムは，この着工にさきだってl正に昭和34年者工，昭和

37年 9月に完成して運転を開始したが， }}Il子ダムは昭事問8'1'5月に着工，昭和41年 211に完成し CI!t

水をはじめている。この分水によって，これまで年HlJ3.4oo万m3であった分水i立が年!日J2，3加万国3強

化されて，総計で5，700万m'分水されることとなった。

一方，この分水によって柳瀬グ

ムの下流責任放流量を変えないと

いうことから，伊予三品川之江

地区への分水は年111]1，200)]皿る減

少することとなり，大きな問題と

して残されていたが，これも早明

liiiグムが完成することによヮて，

解決されることになっているu

なお. ~[I守づ〉水に伴う応設は表

1-16，表 1-17に示すとおPで

ある。

銅山川

!tI餌川

桐山川

国 Is川

表 1ー16 別子分水に伴うダム 叫地 m'.t) 

グム名|ダム前| 有効容批 |完成年月

- 12 

番| 坦 460，醐| 昭 和 岬5月

別子分水に伴う発電1所

間羽1381p)j~止

昭和11:l'p2月

昭和"ヨp.9}J

(J)l位 kw'm'/3ec) 

M大出力駄棚氷批| 摘 要

1，000 I 1.20 I国崎町1日}水による

く当初4.~凹珂 | 

2Q，OC川 ，1.00 国側[1分水による

62岬 1 5.00 鹿諜ダムによる

「3-2-4仁淀川分水

本川 i二流部の古野川と大森)11から仁淀川へ分水して強'iUをし上うとする存えは，昭和81:p.頃から具

体化されてきたのであるが，さきに述ベた銅山川分水計岡とからんで，徳山県議会では分水反対の態

度を明らかにしていた。しかし，四国中央市力株式会村(現在の住友共同市力株式会社のiÌÎj身〕が~J~

業主体となって発泡事業を副知県に出願して，高知県知'1>"‘ら徳I;~m知 ~J~へ協議を申し入れたことに

対L.徳:品以は昭和l1'f.2月，この協議に同誌を与えた。これは同<r'.1 JJ.銅山川分水協定が解決し

た後でもあり，また本川 k流は多雨地帯であり，下流へのis水補給の操作もしやすいこともあって，

それほどの反対論も起こらなかったことによるものである。これに関して昭和11年 2月17s. 四国中

央電力株式会社から徳品県知、1>に提出した訪台によると，その分水計画は，大橋地点にタムを築造し

てその上流で分水をする計画であったが，その後さらに分水規模を大きくする計岡が立てられ，昭和

13年7月，あらためて四悶中央電力株式会引から事業の変吏計闘が両知県へ出願された。この変更計

四はIIrJもなくiV:j知県知、iはり徳品県知、1>へ協活することになり，ひきつついて限和14年4月 5s.徳

島県知τJ~n為ら山知JJ;\知事へ同立 ;!l:がおくられた。このとき凹問中央電力株式会甘から徳品県知事へ[11

された耐力によると，その分水計画の概要は次のとおりである。

①分水iikは吉野川本流から7.04m3jsec以内，大蒜)[1;1'ら4.09m3jse以内の，合計 11.13mJjsec以内

とする。

@このため分水地点の古町川と大森川に有効容11'(3，506万m'以上(うち古野川で3，043m3万，大森

川で463万m'とするが工'1>の都合」では変更することもあ7.>)の貯水池を設け，さらに分木地点の下

流大怖に2.337万m'以上の防水池を設ける。分水地点 l:iJfoにつくる貯水池の有効容量のうち 2.3日万

m'は調設計耐に従って分水と下流放流用に使い， 1，141 iim3は大楠貯水池の調政府に割当てるもの

とする。

③大橋貯水油では下流放流用として，'il¥に417万m'以 1，の71<を残す。ただし，飽品県の必嬰に応じ

て放流した場合はその分は控除する。

④古野川とχ森川につくる貯水池に流入する自然有iUicと渓流取水をするお}jjl川l脱水口での自然流入

f止との合計が3.645mJjsec以下の

時は，大楠地点より1.64倍以 hに

して下流に放流!_..，. 3.645m3jsec 

以上のときは5.95mJjsec以上の

ホ誌を放流する。

要摘

表 1ー19 仁盟川分水に伴う発電所

両川名|発電所名|最大出カ|品大札:m水利
(思貯水池の貯水量の関係で調g~

放流困難なときは，分水を減少す
本 )[1 長 沢括屯所 5.冊okw 9日m'/日

るか中止するものとする。 本 )11 大 描括'iIl:所 5，300kw 9.74m3js 

この協定は昭和30年6月，大森 本 )11 分水車1括司I所 Zfi，600kw 11. 13m3/s 分水による

本 )[1 分水掠2苑屯所 7.500kw 12. 52m3fs 分水による
川ダムの建設に関連して一部が改 本 )11 分水第3発屯所 1仏 900kw 14. 75m3js 分水による

められたが，これは大楠グム流入 本 )[1 分水括4発itti好 !i， ROOkw 16.曲 m3/s分水による

- 13ー
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ittの推定方法が多少変わっただけで実質的にはさきに述ベた{主要と変わりはない。

この古野川分水協定によヮて.長沢が町'HII2Mp4tJ，式森川が恒34年8月に完成してこの分水計「団

事業は完了したω これらのグムの有効貯水誌は長沢グムと大森川グムで4 ， 642ノ']llla，穴陥グムカ~2. 400 

万m'といずれもl刑事114年の出定容量よりも大きくなっている。 この分水にl目する施設は表 1-18.

表 1ー19のとおりである。

3-2-5穴内川分水

穴内}II，;為らの分水は部政期においてすでに既得怖を布しており，呑長平野一帯の設業用水不足を捕

給するため，土佐i昨家老野中兼山によって国分川に分水された。その水路を利用して明治42年2月に

宇山発屯所が完工，ひさつついて大正8年7月にはさらにその下流活差を利用して新改発屯所が完成

した。このときすでに1.623majsecの使用権を有したわけであるが，戦後になってこれらの苑泊所を

引継いだ四国泊力株式会社は，この穴内川水系の分水苑氾の強化を青i闘し，昭和1311pに両知県知τ1<1こ

この計闘の1.1I聞を行った。この計図は大森川の開発とともに，後で述べる吉野川総合開発計岡ともか

らんでいたのであるが，古田f川総合開発計両のH体化が巡れたために単独に計四されたものであy，

昭事氾2$-p1 月，両知県知、1>からti/1J.品 trr~知事へ協議をしたところ，同年 9 月，徳品貼知可1>上リ同意の回

答が科bれ，ここに穴内川分水強化が進められることとなった。これらの同立にはもちろん条刊がつ

けられているが，これらをもとに昭和32年9月，徳島県知事と凹国唱力株式会札札長のfliJでとりかわ

された党、If(同年12月 部変克あり)によるとその概要は次のとおりであった。

①穴内川貯オ池にはド流徳島県への沿水補給用水として760万m' の水量を保有し，徳品』ーの~求が

あれば天坪ダム〈下流の調j~池〕より常時 2.0m3fsec の水を下流に放流するものとする。

但)前記の760ノjm3は穴内}IIグムの計画貯点iil;4，660万m'に対するもので，車剖昨水容量が変y!あると

きはこの割合いで変:w:する。

(3刊号来，吉町川総合1I1I発計闘が実施された場合は，徳山県と四国屯カ株式会社においてあらためて

協議する。

この協定によって，昭和胡年11

月，穴内川タムは完成し，年間 l

位，9，0∞万m'の水:w:が河拘IY，¥sUIへ

分水されることとなった。

これらの分水に1~liiliする施設は

表 1-20，表 1-21に示すとおリ

である。

何}II名 1 '1'士

表 1-20

-;sfY 
穴内}III穴内川

3-2-6支川上流における電源開発

吉野川の氾源開発はこれまでに述べてきたように分水にl瑚辿したものがその半数を占め，のこりは

祖谷川筋で7プI)/fr，その他で101J所となっている。この10ヵ所のうち本流の水を利用するのは大橋ダ

ムの下流にある向1自発地所(最大111力14，3田hゆだけで残りはすべて祖谷川以外の支川にあり， モ

の規模も小さく 6，凹Dkw以 Fの流込み式の発泡所ばかりとなっている。

- 14ー
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これら支川の発泡の開発は祖谷川を中心としてjJJjめられてきたが，最初に建設されたのは大正元年

11月に完成した祖谷川町三細施屯jfr(最大fli1J4，400kw，後に改修して新三組発泊所となる〉であ

り，さらに大正 2{rには銅山川町沌山発泊所(最大111力580kw)， 大iE711':'，同10年には鮎喰川水系

の神辺発電所 (ft':ckl臼カ 400kw)，やl'領発置所(最大flj力222kw)とつづいて結局大正年間で合計 7

ヵ所，昭和にはいって 9ヵ所の発泊所が開発されて今日に五っているのこれらの発電所の多くは支川

上流の高落差を利用するものであったが，用地買収では難航するものが事しところによっては相当

の騒ぎがあったようである。なお主川ごとの発可加のt1¥力などについては前記の表1ー 7に示すとお

りである。吉野川の水資源開発としては，このほかに，旧古野川文川町宮川内谷}IIに洪水調節とかん

がいを目的とする宮川内ダムが築造されているが，これについては多目的ダムの項で述べたのでここ

では省略する。以上述べた分水の系統，宛屯所の位置などI:t閃 1-1に示してある。

凡例 1=1 流山叫

ベ司、川グム;，よ叩R析(1'sllOlIllIII砂|附川Mit附収

吋司、]!I:lll!t'I帥山川析もI-<.)--{.>-I 叫 W 

ー剖凶山 l 却 水 路 にごっ1i日本防~~ r~ 同

図 1-1 吉野川韓合開発概聾
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戦桂，経済安定本部が中心となって，この古野川を総合的に開発する計画がふたたび検討されるこ

ととなり，昭和23年--25年にわたって建設省.11主林r"通産省，四国4県，各市力会社の協力のもと

に，いわゆる"安本史"とよばれる総合間括計闘がたてられた。これが現在の古野川総合開発計画の

原型ともいえるものであるが.その叶聞の概型は本流に対し早明j，li(両さ12m)IJ、歩f古(泊iさ126m)

の大ダムを築造L，その下流の池田に辺調政池を設位して，下流用水の確保と発電を行うものであっ

た。一方，両知には大森川と穴内川にそれぞれダムをつくって分水L，愛媛と香川に対しては既設の

柳瀬ダムの他に銅山川下流に岩戸ダム〈高さ136m)を築造して，その用水確保をはかる計画であった。

昭和25'ド5月，国土を総合的に利用，開発するという凶的で国 l総合開発法が制定されたのである

が，この法干l'に基づいて，四国においても四団地方総合開発審議会が昭和田年に設立され，四国総合

開発計岡の検討をはじめた。昭和28年には同法に1.¥づいて古野川もその調査地域に指定され，

安本2告を含めて多くの計間Z告がこの審議会に挺H\された。一方，昭和27'f7月の電源開発促進法にJ~
づいて設立された電源開発株式会社は，ただちに池田に古野川調査所在開設し，独自の調査を開始し

て昭和29年に早明浦，日ìí~岩，大歩f古，小歩fι 池田地点の本流開発からなるA案・ B案の言Hilliを括表

した。ここにおいて審議会は昭和29年，これまでに提出された各計画案と電源開発株式会社の 2~に
ついて各官庁，各屯気事業者の協力のもとに狼理検討した結果，安本来を含めて 5~とL，同 な法

草と方法論によってこれらを比較検討することにした。これらのsmのうち， 3，告は“安本案"とそ

の修正案に相当し，残りは市源開発株式会主i のA~'B案に相当するものであったが，比較検討の結
果，ひとつの案にまとめ銅盤試案として発表した。調整試案によるダム群の記位と規模は図 1-2，

去1-22に示すとおりである。

さきの

fih虫
j
1
1
jヨ

第 4節開発事業の経緯

吉野川の水資源開発の現状

f!rl~.な水資源をもっ吉野川は，その暴れん坊ぶりをみせながらも， -F流の徳品ばかりでなく分水に

よって愛媛，高知1に対しでも J1~m用水あるいは都市用水にと，そのホを供給し，これらの地区の人々

の生活に大きな役割りを県たしてきた。しかし，これまでの吉野川の水利用というものは，どちらか

といえば局制。な利用であヮてお互いの開i巡回もうすく，その水資源開発にもおのずから限度があり

この世'ISts-水資源もほとんどが未開発の状態であった。このことは吉野川が四国 41早にまたがって

いるために，その総合イ内な開発計四には， 4 JI匹の利;);関係がからまって部l'iffが困難であったというこ

ともあるが，同時に凹l耳の経済1\盤がこの計画の兵体化を~3Kするほど育っていなかったということ

にもよるものであるう。ところが附布130"1~来の飛問的な経済の高度成長は，この1吉野川の総合Il\l?êの

n体化をせまることとなり，ょうやくこの計ii!日の中核であるとされている早明訓i!l'ムの，ill設のはこび

となった。以下この吉野川総合開発計u!ijがまとまるまでの経緯とその内容について述べる。

4-1-2 吉野川総合開発計画の経緯

大正年1111から活発に開発されはじめた屯源開発が進むにつれ，この屯加の川ともいえる吉野川町本

流に大規模な発近所を建設する試みは，すでに昭和のはじめから計同検iHの段階にはいっていた。

しかし，古野川全体の水を有効かっ総合的に開発しようと「る考えは，明和13年のi河水統制可IÇ~佐が

最初であったようである。この方針にそって，吉肝川水系の総合的調査が内務省の手ではじめられる

こととなったのであるが，第2次世界式戦の激化によってこれも中断のやむなきに歪9，総合開発計

概 説

4-1 

4-1-1 

しかし，昭布130年ごろから下流の徳品県では分水反対の気運が高まり， Lたがって持品会も聞かれ

るたびに開発への熱意が比例的に下がる状態であった。そこで，阿国電力株式会社は遅々として逃ま

ぬ総合開発計画にしびれをきらして独自の開発を進めることと L，総合開発計画の一環であった大森

川ダムを昭和32年に清工，つづいて保谷グムは穴内川ダムとして昭和田年に滑工，それぞれ田和34if，
、、

，
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岡をたてるまでには至らなかった。

同39'1'に完成をみた。
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図1-2 調整試薬における各ダム位置
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また， 'l!t冊、I出発株式会社も上記の六議)11.穴内川の着工に伴って総合開発計四と鏡台しない地点か

ら開発することを目指し， 11日和30年に一度は問所した1吉野川調査所を附fll33年ふたたび開設し， 1出羽1

36'1' 9 )J ，小歩fι，池田ダムの水利闘いを拠出した。

方，，ill設'百は，，1ごとに開IlJe熱立の低下していくあいだにも，地道な制査を依然としてつづけてい

たのであるが，附fll33年 6)1.凹困地illJ'~Jが高松に開設されたのを機会に，新しい合理的な|開発計聞

をたてることとし，昭和29年の吉野川の大洪水をもとに，治7)<;1十回を再検討することはもちろん，手11

水その他の面についても柿留な解析検討をはじめた。これらの検討の成M~をもとに， Wi:限l悶括株式会

祉の計 ~!!ij告やi出林守~の品業用水計画との調蛇をとりながら試案f1'":止につとめた結果が，早川市ダムを

中核とした吉野川総合i泊施計聞の草案であった。

このIllJ，極訴の高度成長に伴い各地で制極的な産業法盤の整備がjJ!iめられたが，四国におい亡もそ

の後進位打破の意味もあって，工場誘致のための産業立地が強く望まれることとなり，そのためにも

吉野川の水を総合的に利用する必要性が生じ，徐々にではあるがふたたび総合開発計回立案への熱意

が高まってきていた。昭和田年4月，四国地方のWi[l;tの総合的附発を促進するための四国地方開発促

進法が制定され，同年7月間法に基づいて四国地方開発審議会が設立されるにおよんで，この機運は

一段と拍車がかけられ，計画樹立の方向に進むことになった。四国地方l拙括促進法に基づいてその促

進計聞もl同議決定されたのであるが，そのなかでも吉野川の水資源開発は中心の佳であり，もっとも

その実現が急がれるものであった。そこで，とくに審議会のなかに吉明f)11総合開発部会を設け，吉野

川の開発に!目する審議にあたらせることとし，昭和37'1'4月 iこt世立のはこびとなった。

同年7月，その第 l回部会が徳島111で聞かれたが，そこで四国総合開発の中心として早191叫i7"ムを

考えること，今後は辿設省のØ;(~主である「早明浦ダムを中核とした総合開発計副」にしぼって討議を

進めることの2点が確認された。古野川部会は， 4県知事と学識経験者で椛成され，関係機関である

建設，通産，1~k林各省の地方局の局長がその幹事をつとめているが，部会の中 iこ技術的な問題のみを

検討するための按術小委民会ともいうべきものを設けることが第 l岡部会で提案され，これに基づい

て昭和37年 9月，吉町川総合11日発に関する協議会が聞かれた。この協議会は，前に述べた3月と山国 5 

4m，それに';'11源開発株式会社と四国屯力排式会社が加わヮて 9 者で梢成されており，四国地主~局が

一般的な窓口となって運営を担当したが，この第 1匝l協議会から昭和41年 2月の第Z回協議会まで，

吉野川総合開発計闘にI~Iする実質的な検討を1nねて式きな成果をあげてきた。

この間，古野川{借金は百11回部会にひきつづいて節 2回部会を昭和38'1'9月松山市で，第3回布告

を同'HU39!p.8 月高松ilîでそれぞれ日き，早明市iダムによる各県の各稿用水の配分と j~用制振りについ

て，その各種試案に対する帯議検討を1fi:ねてきたのであるが，結局， 11日和41年 6月来京で凶かれた第

4回部会において，建設省から提出された最終試案が承認されることになり，さらに各貼の議会もこ

の最終案に対して抗成の態度を示L ここに，戦後20年来の懸案であった吉町川総合開発計四もよう

ゃく決定のはこびとなったのである。

一方，第 1回の吉肝川部会で平明前1Iダム建設の方向が確認されたことにより，建設省はそれまでの

干<<Ii調査から建設を目的左した実施計図"調査に切換えることと L 附干n38年4月，現地に早明前1jrム
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調査*~:í5所在開設して最終的な調子tにはいり，昭荊140~F 4月からは工事事務所と名称をかえ付帯工事

l己着手した。まず，工事用道路，仮設備などのill;世を進め，昭和41!rq1月古野川が水資源開括水系に

指定されたことにより， J日明浦ダムの建設事業も水資源開括公聞の手に移されることとなり，昭和42

JH月 1nに正式に建設省から公同に引縦がれた。以下，古野川総合開発計TI!!iの概盟について述ベ

る。

4-1-3 早明 iili タ'ムを'1•1心とした吉野川総合開発計岡
これまでに述べたように，吉野)111車合開発計I聞は早明浦ダムをその中核とした計画であるが，これ

は古野川の上流早明浦地点にi可さ 106mの早明浦グムを築造して有効 2依8，900万m'の容誌を持つJH

水池をつくり，この貯水池を利用Lて下流徳島平野の洪水調節を図るとともに，各種m水の供給と発

電を行う計図である。早明浦ダムの用水供給計図と発電，n聞について少し詳しく述べておく。早明捕

タfム言1.1困における用水供給計画を総括すると去 1-2雪のとおりである。

ーィ問見

表 1-23 周水供措計函-ll

m叫可長暗品fJf h
h
M
 

y
 

j
 

水1
 

3Hτ 守一“

" ρ 

かんがいj阿 かんがいWI かんがい1問 かA，がいWI 古野}II*流ならび
Vj ヰt:P.j:-l9.0G 平均3.220 平:P.-j2.1S 平均13.720 平:Y-j52.780 に旧古"川よ P取

ia大沼田 ja大6..1ω 8.3.'l ii'D人17則的 最λ:60.500 水
i，会秒 mJf~('c JI'かんがいWI JI'かんがい1目 ，1，かんがい捌 非かんがいj~1

平均15.00 乎~J2.120 平均12.620 平均27.620よる
ia人.-3.140 i，!大14.1剖 侵入ー29.1ωI '位百万m 772 79 68 I 26~ ，110 1，11担

かんがいWI かんがいj目 かんがいj~1 拙111グムより 2k団
¥'i 平均8.00 2. (1(] 平均12.500 平均12.5凹 上司Eから取水C，

ji~;};:1 1. 30 最大15.800 最大15.8田 7.7kmのi草木トン
毎秒 m'/$('c ，1，かんがい!回 2.50 手l'かんがいj目 非かんがいj~1 オJレにより芥川へ

平均1.00 平均 5.500 平均 5.5岨 号事水JII 
.ltt1( 1. 5日 最大 6町m 故大 6叫0

;jõf，~百万m' 105 明 79 247 247 

かんがいJ~I かんがい期 かんがい期 かんがい期 銅山川仰削ダム k
呈 平均1.38 平均悶 374 平均 5.554 平均 6.93-1 リ最大5.Sm'fs山

ia;)( 2.39 最大0.6.10 最大 5.820 最大 8.210 を三品赤ノ井へ分
4iJlY m'f= JI'かんがいj明 非かんがい朋 0.23 4. 9~ 非かんがい捌 ， 1'かんがいI~I 水，新'，~fグムより

緩
平均1.曲 三ド:P.J(l.005 J'jt:t;cJ 5.18.'l 平均 6.185 fu大8m'(sccをJII

Mィ大0.320 最大 5.500 最大 6目。 之訂へ分水
;1':j，¥ 百万m' 3G 4 7 156 167 20:l 

r.I， 毎秒 m'/s('c Hill可11，地局寺川l
0.73 。叩 1.23 1.23 

上日焼川へjt~大日

知 m'/s町分木 L年五t古万m' 23 16 39 39 
Mi.Yムで両院する

__:__L'，丙可蜘 出丘Lヱ】飽 1，671 

畳援と高知へ分水した後で早明浦ダムの運転によって池田f也山でかんがしす目(5月21日-9月2日日〉
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毎秒平均69.5m3，非かんがい押1(9月21日-5 )121日〕のM秒33.0m
3の流五止を位保して，徳品，香

川岡県の用水とするのであるω 以下谷用水i1!-¥ilHの概附を示すと次のようになる。

4-1-3-1 徳島用水計画

池田地点確保流i止のうち，かんがい期待秒平均目。78m3，;11かんがい期待秒平均'27.6'2m
Jを徳島lfI

水として補給し，その円訳は表 1-24のとおりである。

不特定かんがいなどは，流水の正~，'百な機能を維持するための7khlで池田 F流既得の抗議丹]水，都市
用水の安定l血水を図るとともに， i河)11構造物， 1可道などの維持，水質保全のための用水である。新規

民衆用水は，池田ド流沿~'r\:の民地に対する補給のための用水で，また郁ílî月1水は，下田M吋 11および旧

古野川より取水して徳島・!!\:~門地区にWJkするものである。

表 1-24 梧島周水内訳け υl'位rr!Joec)

不特定かんがいなど 新規J!~業月i 水 i 新剤師iI帥 1 社

かんが，、 I~I 5 月2平1均日~3190E月610 日 6}:1平l均1:1-10月四日 5:!.78 
3.22 

非かんがい1'1
1υ)J 1平1t日f1~165月020日 10月1平1均日-5J}31 日 10.5 27.62 

2.12 

1-25 香川用水計画
4-1-3-2 香川用水

池同地点確保耐のうち，かん一一一」新規;糊水|新規制哩出←;i'l' ー

がい押l毎和平均12.5mJ，非かん かんがいj回目:!tj l:I一一つ.5 平均 l

がいj回毎秒平均5.5m3，年Ii¥]2位

4，700万 m'を新設する池同ク'ム

非かんがい期

年 lt¥J総此

:;j?:tる~ 5.5 

より取水l..，阿部山脈より横断する約7.7kmのトン不Jレにより三世柿財岡村良地先に導水し，これよ

り京国にのびる約 71・1kmの幹線導水路と，これに凶述する支分水路ならびに工業上水道の導水管を

布設して，約30，7凹 haの田畑かんがいを行うとともに高松，坂出，丸f[，観音寺託]I¥J地区に都市用水

を供給する。供給水祉は表 1-25のとおりである。

4-1-3-3 愛媛分水計画

現在の柳川慣ダムにおける下f市淀

務放流駄を撤廃して，ダム上流域

流f止を祖師ダムで有効に連伍して

分水強化を図る。さらに，新宮ダ

ムを新設して相瓶ダム下流域流hl

を流域変更して新官宛屯所で発泡

する。これらの発泡所の放水を三

山・川之江地区の股業用水，都市

用水として供給する。発泡計画の

表 1一泊量蝿分水計画愛線分水発屯〈県営〉銅山川筋3発電所く新設〕

一工二i ;;IJ I 
流域回以(km~)

l¥ll さくm)

l頂 長(m)
軒下fダム l

i 堤休部(mJ)

能貯水容且くm3
)

有効貯水容 iic(mJ
)

数批 I~~一三
25~ 叫柳出1グム F流域田 1"

42 1 (}，足立川jl:þîê~~水 1 
141 I ¥4i山内宮むノ

以)XlC刊

13，000 X 10'[ 

11，7四 10'1

総辞韮(m)

銅山 )111 故大山 JlI水批(m3/~)1
部3発泊所Ij止大出力(kw)

年IUl発止唱力品。、.，.h)

l出

8 

11，700 
抑制 xlO"

概要および供給水hlは表 1-26，表 1-28に示す。
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表一

苛ま制
.，ζ"‘~U ， 

流域面Il'l(km') 170.7 

Ir;'J さ(m) 55.5 

抑制グム m 且(m) 140.7 

担 体 {i'l(mJ) 1:~1 X 10) 

総貯水容:!it(mり 32， 200 X 10.1 

有効貯水容叩~(kwh) 29，6収)xl0J

2
フ
8
ち
8
利
x
水10容amRa 

総 7喜 韮(m) 299.5 59.6 

最大使用水品(m3/s) 5.1ミ 5.8 
車也百【 最大出力(kw) 10，700 2， fiぽ)

年間発生出力抗(kwh) fi2.5xl0~ 9.1:'¥2 X lQs うち.4分X 水'"強，~k，'化，.，.hによる増
13 

組別「折抑止両1
表 1-28 愛姐分水向訳け

開発区分捌別 | 抑制グム分水

川弘似 "，'/scc (lO.rt?/n) [10""'/~】

新宮内五7下ーっ;
既 事} 当初柳甑| 。曲目) I 0.88( 76) 

工

* 
柳誠拙化| 同 (1叫| 1目白川 | 2.95(255) 

m 
面 規 新百計画| 2.00(173) I 2朗(173)

水
新 規 7同叫| 3.28(2盟8叫| 4.9，号(428)

既得+新規|工 水 2日(220) I 3.28(283) 5.83(504) 

既 手} 当初抑制| O.12(叫| O.12( 10) 
水

道
抑制強化| O.23(叫| O.23( 20) 

!日
新 規 軒目叶回|

水
新 揖 0.2珂加) I O.23( 20) 

既叫十新規|上 水 。括(叩il 0団油〉

既 得|当初柳抽i I 1則的| 1. OC 師〉
都

抑制強化| 1. 90(1叫| 1. 28(1川|
ifi 

3.18(275) 

m 新 規 折官計画| 2叩(附| 2.00(173) 

水
珊 規 1叩(山) I 3.28(2白) I 5.18(4-18) 

既叫十新規| 都 水 2田(剖) I :t2町加) I 6.18(534) 

得 I片6か1/0岡bん/6~が~10凱2い6//45瑚5 5日

max仏[413，Rc3Om90]il | 
max 1. 390 

Jl% 
!見

0〔43，8m0o] 

2ι 

oam1a2x(2OJ145町gI 
O m当m0am主叩xx且20Od5白4E19Z630]31 i | 1 1 

max 0.640 

用 新
甑 11'かんがいm

0.374 [3， 9-15) 

0m 乱師x団a[515271 1 1 0m削x5O[I3C250 〕

max1454450〕 1l mnxlO，449970]l | 0m75a3XR29C4K仰5) 
l正件+新規

0.1i11 (6. 0.142( 

」ー 非かんがし、Jro omamxEO[515司jI 0ma即x時O[51631311 0m即"日0[13田2〕0 

ふ| 寸石川寸 mN門一 mrJFT W10  

品|既得+新規 Lょ 1 m日 3，田7 I m日 3.443 I max 6.5曲
| げ何時がい畑 I "'2~9 田 "':1~ 2825''') I "'6~ 1田0

tt既'活水について。農業帥ま例制グム芯水口に水利"を，，-しているが。/i1lil;ffl永に引、ては乱II経余枇利用問時1"，'/sec) 
するかたちで2mii 方之井川に神事 包含イfして百り例制グムにもlVIHH立はしていなu、
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第 5節ダムの沿革
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4-1-3-5 本流発電計画

本流発泡の計画は早明臼li宛屯所〔ゲム地点)，池田発ar所(i也凹)，の2発1い買を1151立「るものでそ

の概型はま [-30，表 1-31のとおりである。 言見

早明前liダム建設*業に関する各組の調椛作業は，国士総合開発訟に)，¥づく四国地方開発瀞議会のな

かに設位された吉野川部会のなかで進められてきたことは，前述のとおりである。早明浦グムを中核

H 概

なお，これまでに述べてきた吉野川総合開発計画とその閑辿施設の位世は図[-[に示すとおりで

あるが，平明前Iダム完成後に呑川，愛媛 7':"1知分水

をした後の池田地点での流i兄改善の状況を示すと，

表 1-31 ;也開発竜所の概要

とした吉野川総合開発計閣の概略構想が討、つまった昭和38'H月，建設省は関係各県および関係諸機回型空日l組

|闘の同意を科て，特定多目的グム法に必づく多目的の早明浦タ・ムの建設を目指l.-，現地に調子E事務所

をrm設した。

このような状況のなかで早明浦ダム建設に関する各稲調在と，これに!，¥づく四国4叫および関係各

1.904 
'4 
24(] 

55， uuo 
12.65 X 106 

O.BxlO・

日
〉
〉
り
つ
つ

b
m
m
m
m
m
 

引
さ
長
杭
批
批

百

容

培

地

同

川

流
布
引
体
制

グ3のようになる。

30 早明浦発電所の揖要表 1

悶1

l!k田金額Eま}jlJ J盈

機関の調整は， 段と現実性をfiFひ'ることとなり，その結果，昭和41勺6月特定多目的ダム法に誌づ

~、

76 

65 
有効高差。吋
故大山用水1よ (m3j時
世大出力 (kw)

年間括当:.fl1力量 (kwh) 
工 事 1そく百万円〉

く早明浦ダムの)，¥本計商(案〉に対して，四国 4!J，tおよび関係各機関はおのおのの立場から設置を去

明L-.早明踊Iダム建設に関する諸条判は実質的に戦えられたということができる。

一方，早明主Iiダム建設事業は，事業そのものが四回全域にわたる大プロジェク vトであり，利水事業

10.02 
62 

5，U以}

30X 106 

3，日UU

総事韮 (m)

rrJV2包す〉
年間施生屯力批
工 事 lt (百万円〉

発

屯

42，000 
12悶X1Q6

3，860 
(発世百のみ〉

のなかには先行投資的性格のものも多く，各利水音のrt<在調達などを考脱した場合，よ P効串的なJjc

3告の推進を図るためには，水資源開発促進法に以づく事業として取とげることがより好ましいとの判

断から，吉野川水系を，水資源開発促進法に拡づく開発水系に指定することが検討されていたー

このような経過から昭和4[~'1O月，吉野)11は水資源閣発促進法叫づく開発水系に指定一ひ
きつづいて古町川水系における水資源開発山本品画の問議決定 J早明浦グムill設'1>*実施")i針の指示

早明i功ダムili設:!.Jc業尖施計画の認可が昭和42'1'3月中に相ついで手続きを終了したぬ

したがって，特定多目的ダム法に誌づいて尖質的に調酬なされてきた早Ijt]Jili1/ t.建設事業は，水

資出(1m発促進法，水資源開発公団法により形式的に'ilf理されることとなった。これらの法手続きによ

所

一一一-'1¥111捕グ 2仁川n同比は

となった。

当初，意図された計画では，古野川総合開発は早明而iYムのみが四国4県共同の施設と Lて，徳島

用水?，;:i知ゆ水，愛媛分水，香川用水は，それぞれ独自の利水専用施設を建設することにより，その

目的を達成しようとする色彩が強かった。しかし，吉野川水系が水資源開発促進法に基づく諸手続き

9，早明打liダム建設事業の主体も，昭和4211'4月より，建設省から水資源開発公団へ移管されること

により処理されることとなったことから，流域の一体性，計画の総合性に対する認識はますます強化

され，吉野川総合開発計岡は水資源開発基本計画を軸にして名尖ともに四国4県にまたがる 大プロ

ジエクトに成長したということができよう。

この具体的なものとしては，

([1 香川用水建設事業が水資源開発公団、J'*として)，¥本計画に追加され，このl丘北地設である池田ダ

ムが， .'J水専用施設から洪ホ調節も古めた多目的ダムと Lて水資源開発謀本計画に追加されたこと。

池田ダムに北岸用水が追加されたこと。

新宮タ・ム，旧吉野川河口棋は，当初，愛媛分水，徳島用水それぞれの利水専用施設であったこと
白)

から，両施設とも，治水目的を追加した多目的施設として，水資源開発基本計画に追加されたこと。

J圃 圃 - 一 一

- 25 
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図 1-3 池岡地点の琉況の宜化
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(吉野川水系における水資協:開発謀本吉|目H)

水の用途別の需要の見とおしおよび供給の目標

この水系に各稲用水を依存する他山県，香川県，愛媛県および両知県の諸地域に対する将来の水稲

要の見とおしおよび供給の目標については，この水系および関連水系における今挫の調資をまって順

止具体化するものとするが，昭和55i!~度におけるこの水系の木の用途別新規需要の見とおしおよび供

この|川工業用水O.2m3
/:;，かんがいm水の追加がある。

副知分水施設は，高知県利水と四国m力との共同の利水"i-m施車であったものが，水資源開発公

団事業として水資削l出発基本計画に追加されたこと。

などが挙げられる。さ bに，吉野川総合開発計画決定過程における一つの特長として泊力エネルギ

-i~の変化を挙げることができる。

(3) 

(1)水の用途別の需要の見とおし

上水道用水については，この水系の流域内の諸地域ならびに流峨外の世j品.!1!~，香川県，愛媛県お
よび高知県の一部の地域における上水道町手術に伴う必要水町の見込みは，毎秒約5立方メートル

である。工業用水については，この水系の流域内の諸地域ならびに流域外の徳品県，香川県，愛

媛県および高知県の一部の地域におけるヨ業開発に伴う必E木日の見込みは， 1正秒約16立方メー

トルである。~業用水については，中流部地域，香川用水地巨などのその他政業の近代化施策に

伴ぃ，この水系にml辿する地域に発生する必要水Ji¥の見込みは，毎秒、約12立方メートルである。

給の目標は，おおむね次のとおりである。

これらの動向は， 11日和48'1'のオイルショック以来，ホカエネルギーの許認識がなされるようになヮ

たものの，当時は，モれまで水力主体の屯j!Mll~発が，火力発屯コストの低ドにより火力にその開発の

重点が移向する時期であった。したがって，昭和4Z{f-当初立採された泊源開括計聞は，火力発111:コス

トの低下にともなう水力発抵の妥当割れにより，間i発規模の紡少を迫られることとなった。

この具体的なものとしては

①本流発泡の主流となっていた小歩f古発泊所 (75，0∞kw)の中止

哩)池田発屯所の規模縮世 (10.000kw→5，OOOkw)

(3)高知分水発近所の規模縮少

a)il!i戸)1)一地蔵奇川揚水発地所 (66，田Dkw)

(2) 供給の目標

これらの新規水i-j，f要に対処するため，早明iili，池田および新宮町ダム群，香川用水などの多目的

用水路，専用用水路などの水資源の開発または利用の合理化を図る施設を建設するとともに.こ

れらの施設との関辿における相瓶ダム，鏡ダムなどの既存施設の有効利用など水資源の合理的な

利用を図る措置をJlltじて毎秒約四立方メートルを世ほ告する見込みである。

供給白目擦を達成するため必要な施設の建設に関する基本的な事項

上記の供給の目標を達成するため必要な艦設のうち新規利水晶毎秒約33m立方メー 1.，レの確保を目

2 

などカむ，j~lf らオもる。

一方，利水計官Iにおいては，当初期間l別平均流量(かんがい期および非かんがい期)，として計凶

が策定されていたが，とくに，徳品以における，不特定かんがいなどの用水，新規かんがい用水，水

道用水のl虫ホパターンを実態に合わせて修正したが， 1~水総t止に対する変克はなされていない。

このように，昭和42年における当初の計画から，相当数の計画変1圧がなされたが，古野川総合|出発

にかける回国 4県および関係機関の熱立と，計凶変更に際しても，その変}1Iを充分に吸収し得る当初

の早明iJìJfム ;H'\!!l1の自由民が，今日の吉野川総合開発を述成させる lJ;(~YJ力になヮたものといえよう。

b)鋭川第 l発屯所(現天神発泊所〉円規模縮少 (12，5凹kw吐1，8∞kw)

途として，とりあえず次の施設の建設を行う。

(1) 早'A浦ダム建笹本業

早明iJWム

この~J~虫色は，早明剖Iダムを建設し，池Fll，新宮などのダムと相まって，徳島県，

香川県，笠股県および伯i知県の上水道用水および:r業用水ならびに徳島県，香川

事F

的

名

事 業 目

5-2基本計画

I1H和142if3月14日](1m議決定

一一日開一同一川

県および愛媛県の由業用水を1i'(li保するとともに，洪水調節，不特定かんがいおよ

び発泡の用に資するものである。

昭和42i-p.3月16日]
"之[公

〈参考〉

水資源開発公団

なお，この事業団は.ill設j，mーが現主施行中のものを承継するものであり，発屯

に係る分については，別に愛媛県，屯i蹄w日発株式会制および田園地力株式会社か

ら事業の委託を受ける予定である。

'1'業 主 体
容内

水系指定

日

41. 11. 22 

定

日

41. 11. 18 

世

"3布1 {!~ JJ 

議l田

42. 3. 16 42. 3. 14 

占E引1Iヰリ1)

約110，700千立方メートル(有効貯水容量約289，0凹千立方メートル)

昭和38年度から昭和47'1'度まで

27 

名

新規利水容量

予定工期

)rl 河

ι 

26 

43. 7.18 

8. 16 

45. 2. 28 

46 

43. 7. 16 

46. 8. 1:) 

45. 2. 25 

早明浦ダム工事誌



(1) 池闘ダム建監事業

i6 11[. 

事 業 目 r" 

事業 主 体

fiif )I( :t! 

)(j( ホ 位

予定工却l

(3) 香川用水事業

名 11[. 

事業目的

事業 主 体

i河 )I( i6 

取 水 iL¥ 

予定工期

池田ダム

このダムは，洪水制節，不特定かんがいなどおよび発屯のRIに供する機能主布す

るものであるが，この~Mf~'こより，香川県香川用水および徳山以古野川北岸用水

のlli<水{立を確保するものとする。

水資源1m宛公団

なお，発屯に係る分については別に四国活力株式会社かり事業の委託在受ける干

定である。

吉野JI同ζ)I(

1'. P.約88メートノレ(有効貯水容iil:約4，4曲千立方メートノレ〉

昭和43:)1'-皮から昭T1148年度まで

香川用水

この事業は，取水施設および水路を設位1..，日IJに国で行う水路などと相まって，

讃岐平野の~i也に対 Lて必要なかんがい用水の柿給を行うとともに，香川以の上

水道用水および工業用水を供給するものとする。

水資源開発公団

古野)I(本)I(

民業用水 保持、約8.0立方メートル

都市JII水 毎秒約4.5立方メートノレ

昭和43年院から昭和49年度まで

刷新宮ダム建設事業

(5) 

名 称 新宮ダム

事 業 目 的 このダムは，洪水調節および括屯の用に供する機能を有するものであるが，この

~Ij:業により新宮地点より愛媛県に分水を行い，愛媛日止の工業用水およa:J.!!l:;佐用水

在確保ナるものとする。

事 業 主 体 水資源開発公団

なお，発屯に係る分については別に愛媛即、かb、Jc虫色の委託を受ける予定である。

1可 )I( 名 銅山川

新規利水容lli 約11，700千立方メ トル〔有効貯水容並約11，700千立方メートル〉

予 定 工 期 附布凶4~f.皮から昭和47年度まで

l日吉野川河口堰B笠松事業

名 車R

可]>芳、目的

|日古里f川河口棋，今切川河口堰

この曜は，旧吉野川，今切川の洪水の疎通を図るとともに位台の防除など流水の

正常な機能を維持するものであるが，この1jÇ業により従北I~;\の工業用水などの11'<

28 -

J・-ー

事業主体

河 JI( 名

艇の天端標高

予定工期

(6) 高知分水事業

i6 称

事業目的

事業主体

1可 )1( 名

新規利水量

予定工期

水を可能ならしめるものとする。

水資源開発公団

!日古野川，今切川

A. P. %:句3メートノレ

昭和44W広から昭和田年度まで

高知分水

この事業は，取水施設および水路などを建設することにより高知県に分水を行

い，銑ダムと相まって，高知県の上水道用水および工業用水を供給するものとす

るが合わせて発電の用にも供するものである。

水資源開発公団

なお，この事業については，四国屯力株式会社に施行を香託する予定である。

瀬戸川および地政寺川

毎秒約1.2立方メートル

昭和46年度から昭和48年度まで

なお，上記(1)から(6)までの事業問は，洪水調節，不特定かんがいなEおよび発屯に係る分を合わせ

て約550iiJ円と見込まれる。

〈説明資料〕

扇町県

上水

工水

決水

車

香

藍

r¥h 

能

A 
ロ

呑

畳

!ill 

徳

香

珪

(J¥lj主rr?/s)

名|地 域|水赴| -<<ii 者

品 1 1也 2.15 I 徳島ili，鳴門市他

川|香 2凹|山市，坂出r!i，丸釦J-i，観音寺市地

股|来 0.35 1 伊予三品i!i.川よ江市

知|両 知| 0.73 1 附(;

;r~ 

ω|徳 白血| 担制"鳴門市他

川 | 香 2田|市松山，坂出ili.丸抱I仏観音寺i!i. 削町他

銀|京 4田| 伊予三山!i，)1削r]i

知|向 知| 日 1 帥 fi!i・

3ト 1 16.18 1 

品 1 '円減部| 3田| 吉町l

川 香川用水! 8田 | 香 川 水

姪|京 0.4日| 車予三山!i，)11之加(;他

e汁 1 J川|

;ll ど~
、 1. .1".水道日&および工業'"水の水庇は. 11' n:PI~P.JI良水f.dどあらわしている.

2. tu，，;m;J.;の水ほは，かんがい畑町の平均lf<*f誌をあらわしても、る園

29ー
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5-3事業実施方針の変更経緯

(尖施方針)

l
i
「
l

内 容

。ヱj'(170i0:円を250億円に改める。

変 !JI i出平日4511'-7月25日 H日早口45，{f.7月30日 。工期日g和46~1::" :1月を昭和17年 3月に改め

る。

。確保流iJeパターンの一部修正。

a!lE(第2回〉 昭和ト49il三8月12日 昭和ltl911'.8 JJ 261:1 
。工~'(250億円を309億円に改める。

υ工期昭和471:1:'3月を11日和50年3月に改め

る。

。工費309D百円を328億円に改める。

。工期昭和50'1'3月を昭和53年 3月に改め

変}JiC筋 31m) 昭和田'1'3月29日 11/3平日52{ド5))25日 る。

。穴川発屯所在天事l'発泊所に， 3，40ukwを

11，8凹kwに改める白

〈早明主Iiダム』11;出.1Jc主に関する事業災地方針変!1!)

施設の概説

名 称早明柿iダム

{止 位 i~!Ilf川水弔吉野川

右j宇高知県土佐郡土佐町中山

左岸高知県長岡郡本山町吉町

規模および型式 1)規模

。と 向 105.0メートル

総肘5'Jit 316， 000， 000立方メートノレ

有効貯留iL~ 289， 000， 000立方メートル

以前水位標高343.0メートル

最低水位標高275.0メートル

2)型式

ill:力式コンクリートグム

2 施設の設111:の目的である事項に閲する基本方針

11) 洪水調節

早明日liJfムによって，当該ダムの!ll設される地点における計四苅水流量毎秒 4.700立方メートノレ

のうち毎秒2，700立方メートノレの洪水市，Jiiliを行い，新設される油田ダムおよび新宮グムならびに

既設の銅山川柳瀬タ'ムの洪水調節とあわせて下流組沖地先の古川I耐水流抗毎秒17，500立方メート

- 30 

』

ノレを毎秒15，000立方メートルに低減させる。このため，標高329.5メートル以上の 90，000，000立

方メートルを洪水訊節容武として確保寸るの

(2) 流水の正常な機能の維持

古野川の流水の正常な機能を維持するため，新設される池田グムの操日とあわせて，池田地点に

おいて次の流i立を確保l，河道の維持ならびに既得のかんがい用水，水道用水および工業用水の

取水円安定を図る。

。かんがい期 (5月21日から10月10日までの間をいう〉

5 )-J21日から 5月31日 毎秒'40.0立方メートル

6月 l日から 9月10日 毎秒43.0立方メートル

9月11日から 9月20日 毎秒29.0立方メートル

9月21日から 9月30日 毎秒27.0立方メートル

10月 1日から10月10日 毎秒-20.0"iC)rメートル

" .1かんがいj目(10月11日から 5月20日までの聞をいう〉

fjt-秒15.0立方メートル

このため，標j¥:j275.0メートル以上町民2，200，000立方メートルの容五を確保するものとする。

(3) 新規利水

早明前Iグムの建設によって，池田ダム，新宮グムなどのダムと相まって，吉野川池田地点下流沿

岸および前岐平野の既成良地および新たに開発される民地のかんがい用水および伊予三品i!i，川

之江市および土居町の既成能地のかんがい用水ならびに徳品県，香川県，愛媛県および両知県の

水道用水および工業用水として合計毎秒約33立方メートルの取水を可能ならしめるものとする。

このため，標高27弓0メートル以上の110.700，C叩立方メートルを新規利水として確保するものと

する。なお，早明浦ダムの建設にあわせて電源開発株式会社，四国電力株式会社および愛媛県に

おいて次の発むを行うこととされているので，水資源開宛公団(以1:r公団」という〉は早明前li

ダムのうち発地に係る部分の事業の委託を受けて実施するよう措促するものとする。

{イ )t~\品県に対するかんがい用水および都市用水の官時古

池山地点、下流沿岸の農地に対して，かんがい期 (6月1日から10月10日までのslJをいう〉平均毎

秒3.22立1fメートノレ，最大j~<少6.tl6j't:方メート Jレ，手|かんがいj出 (10月 11 日から 5 月 31 日主での

山lをいう)平均毎秒'2.12立-}iメートル，最大毎秒3.14メートルのかんがい用オならびに徳品県内

各地区に対して，水道府水として平均毎秒-2.15立方メ トル，最大毎秒2.69立方メ lルおよび

工業用オと Lて毎秒8目立方メートノレの取水を可能ならしめるものとする。

(ロ}香川県に対するかんがい用水および都市用水の供給

mt岐平野の約31，000へクタールの農地に対して，かんがい期 (6月1!日から10月10日までのr:日を

いう)平均毎秒8.00立方メートル， 最大蛙秒11.3D}'，:方メートlv，非かんがいj田(10月11日から

6月10日までの聞をいう)平均持秒1.00立方メートル，最大毎秒1.SO.u一方メー lルのかんがい用

水ならびに香川県各地区に対して水道用水として毎秒Z切立方メートルおよび工業用水として毎

31ー
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両 日 、 N E H 円 u q x ! ? 、 一 マ 3 5 u キ ハ 昨 訓 話 骨 m v 「 $ 向 日 f a 什 斗 利 。 。

( ヰ 時 潟 F r 行 進 斗 か 守 P N u g ' ヨ 斗 ハ 討 作 巴 一 “ 事 吋 一 叫 酒 量 3 2 片 呑

醤 吾 」 ニ 守 川 、 官 4 、 M E ヨ ヨ 」 一 一 件 古 い ユ 一 叫 仕 し π Q H r 白
E 『 〉 山 日 立 ハ 「 出 誤 信 R a 津 信 一 刊 誌 「 つ 号 、 ぐ な τ 山 富

( 白 」 出 。 = 号 。 E 」 品 目 E H J q a 一 = 一 昨 τ ψ ) 川 戸 内 5 4 m w 寺 O ω = M H U 守 、 て Y 詳 」 急 相 場 c r - E U H 社 、 !

? 、 一 y u 玄 五 ぐ 込 μ τ 昌 一 。 。 」 」 a z 号 。 。 」 z m E H d a E 品 川 τ ψ 〉 M 1 5 漁 場 C C C 印 片 叶 、 ! ? 、 一 Y 叫ん吋

法 宿 世 ， C 信 M H 社 、 l T モ 司 守 ¥ L m f d ヨ 骨 骨 F Q R 司 4 、 N h F = 一 N R E 両 行 法 「 ペ 持 出 迫 持 町 「 ぺ

諭 剤 事 φ 民 同 社 、 l て で 古 L π q H 川 博 迫 持 什 「 ペ 諭 寺 ム E H H 叶 、 ! ? モ 一 己 思 決 時 司 誌 狩 m M 「 与 が A u a

什 斗 か c

五 百 宮 旨 一 同 一 れ 叫 年 斗 か 曲 目 卦 E u 骨 a t - m 詩

罰 則 」 - E H G 』 障 を さ 一 法 ふ き す ま ハ 「 謀 、 、 主 主 H 1 2 吉 奇 跡 己 c h g E E E h 止 「 ペ

決 尚 沼 決 什 「 ペ 翁 草 J O 「 誌 悼 社 、 ! ? そ 甘 L 円 c h H H 間 迫 持 庁 「 ぺ 者 世 U O E M H 社 、 l て で 岳 山 骨 法 咋 迂 詩

骨 小 「 $ 自 「 号 什 斗 制 。

( 立 哲 湿 器 滋 両 国 『 t L π q 普 E 滋 己 耳 打 古 寺 山 い 滞 日 時

民 一 一 臣 一 五 帯 主 位 打 ゆ 芹 R t τ パ E - 哲 一 主 語 、 炉 3 E U 日 一 h 4 3 v d J 吋 世 刊 誌 位 、 す か 担 j S 草 山 滋 - 目 当 官 H G E E - 防

法 努 見 山 市 芹 戸 甘 τ パ F 間 』 E 、 b a E U 日 吾 、 雨 戸 - H 蛍 狩 叶 廿 か w E 百 淑 日 当 一 h 甘 士 ペ 市 宮 内 世 同 時 い 片 E u w u

色 - c c c 吊 冒 q u 一 二 F 0 6 0 # 冒 q ψ - ' S 出 品 昨 4 4 由 刊 什 。 向 い 号 汁 号 制 酒 器 『 k y 一 利 廿 士 ぺ 羽 部 自 U O

L h γ モ 肘 H L r s 拍 州 国 N O P E C - 0 6 0 片 u q u h l て で 昨 也 } 亙 「 由 が F a 什 J 可 申 。

エ 叫 ん さ 湖 、 忌 司 4 R 甘 一 叫 が 咽 即 日

E 一 国 民 社 主 ' 吐 片 山 川 芹 一 h t τ ぺ 一 F 蛍 梓 川 町 斗 が か M m 革 協 4 目 当 - H t τ A 川 岸 L A E U 守 口 唱 白 c c h p 司 可 ミ ? 3 咽 剛 氏

即 当 ψ H F

三 宮 壬 」 一 一 波 ω 出 回 一 昨 ヨ R t 一 時 印 滋 日

山 間 話 F P R h r τ ペ 5 ・ 世 刊 誌 尉 官 印 笥 - z = 一 円 相 ω 滋 A h ヨ π甘 τ ペ 同 時 計 E u q H H ・ 4 0 0 # ロ ヨ 交 7 8 協 同 時 4 4

山 い 什 。

ω
 

揺 れ 裕 行 揺 斗 か 同 時 逗 巾 司 書 J I U 市 司 絞 首 一 利 害 一 「 出 品 川 什 骨 か λ 帥 長 崎 日
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i i 

県および愛媛県が負担するものとする。なお，固ならびに徳島県，香川県および愛媛県のそれそ'

れの負担額は次のとおりである。

。 l司および飽品Y，~の負担額

建設に要する吹用の額に 1，000分の39.3を来じて得た在IIから 100分の10を控除した額

。国および香川県の負担額

建設に要する費用の額に 1，000分の77.8を来じて得た額から 1叩分の10を控除した刻

。国および愛媛県の負担額

建設に要するj，mの制に 1，000分の1.1を来じて得た額から 100分の10を控除した額

刊水道および工業用水道に係る的用の額は，建設に要するj'lmの棺iIこ 1，000分の 209.3を釆じて得

た額とl_，公団において支弁するものとする。ただし，公団は公団法第29条第1項の規定により

これを流水を水道および工業用水道の用に供する者に次のように負担させるものとし，このうち

困が既に支弁した費用の簡に相当iする負担額については早明浦ダムill設完了までの間において支

払わせるものとする。

。徳島県(水道〕の負担額

。香川県(水道〉の負担額

。銅山川上水道企業団の負担額

。荷台liilC水道〉の負担額

。徳品県(工業用水道〕の負担額

。香川IJ;¥(工業用水道〕の負担額

建設に要する'l'lmの額に 1，000分の21.3を釆じて得た額

建設に要する'N用の額に 1，000分の24.2を来じて得た額

班設に裂するj，用の額に 1，000分の2.8を乗じて符た額

ill設に要する引用の額に 1，000分の1.9を釆じて得た額

建設に要する~'(用の如に 1 ， 000 分の82.7を采じて得た額

建設に要する ~'i用の額に 1 ， 000 分の30.3を采じて得た制

。銅山川工業用水道企業団の負担額建設に要する費用の制に 1，000分の44.7を来じて得た額

。iui知県(工業用水道〉の負担額 建設に嬰する間用の額にし00日分の1.4を釆じて得た額

同司用の施設を新「泣いまたは拡張することにより早明浦ダムを利用Lて流水をかんがいの用に供

する者が公団法:28条第 l項の規定により負担すべき負担金の額は(ロ)に規定するかんがい用水に係

る費用の額の 100分の10に相当する金額とする。

同施111:1こ係る費用の額は，建設に要する吹用の苗Iに1，即日分の97.2を釆じて得た傾とl..，愛媛県，

氾源開発株式会社および四国首力株式会社から次の負担額(すでに固に納付された制を含む〉を

見込むものとする。

。愛妓県の負担額 i.Il設に要する吹用の舗に 1，000分の14.4を釆じて得た額

。氾源開発株式会社の負担額建設に要する時用の加にし000分の70.6を来じて得た額

四回1LI'ill力株式会社の負担額建設に要する現用の額に 1，000分の12.2を来じて符た額

同なお，早明浦ダムの111i設が完了するまでに物価の苦しい変fUJその他m大な~JHi'iの変吏がある場合

には，前昏号に掲げる用途別負担制などを変更することがある。

(3) 予定工期

昭和38年4月から昭和53年3月まで

- 33ー
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5-4事業実施計画の変更経緯

(災1iI!1計図〕

~ D巴

「7ド♂「認 "1 1 

|附加2，!:r:3月泊日 11昭和岨年3月四日|

l1H1"n45{plOJ120日 11日明日"5{(~lO月 311，

昭和49年l~月 25日 昭和50'1'3月 10日

i刑事n5:t~p. 3月31日 昭和52年4月8日

内 容

。工技170億円を~50億円に改める。

。ュ二期昭和46年3月を昭和47年3)]に改め

匂。

u 確保流iuパターンの一部修正。

。工1.1(250億円を309億円に改めるロ

。工期日和47年3月を11日和5C年3月に改め

る。

。工Jn凹億円を32叫占円に改める。

。工期昭和50'1'3 )]を昭和53'1'3月に改め

る。

。穴川発泊所在天神苑'iU所に， 3，400kwを

11，800kwに改める。

(早明浦タeム新築に関する卒業実施計画変克)

名称

このヲ']rmは，早明浦ダムill設事業と称する。

2 目的

(1) 洪水調節

早明白¥iダムによって，当該ダムの建設される地点〔以下「早明市グム地点J という〉における計

岡市水流拡毎秒'4，700立方メートルのうち，毎秒2，700立方メートルのdt7l<調節を行い，新設され

る池田ダムおよび新宮ダムならびに既設の柳瀬ダムによる洪水調節とあわせて下流浩司E地先の計

屯 削雨水流詰毎秒17，500立方メートルを毎秒15，000立方メートルに低減させる。

(2) 流水の正常な機能の維持

占野川の流水の正常な機能を維持するため，新設される池山ダムの操作とあわせて， i河道の維持

ならびにl正符のかんカ丸、用水，水道用水および工業用水の取水の安定を図る。

(3) 新規利水

{イ)徳品県に対するかんがい用オ，オ近用水および工業用水の供給(以 l'r徳島用水」という〉

古町)11池田地点 F流沿岸の民地に対して，かんがい用水としてかんがい期 (6月1日から10月10

日までの期IlIJをいう。以下3の(3)の1ロ}ののにおいて同じ。〕平均毎秒3.22立方メートル〈政大毎

秒6.46立方メートノレ)， 非かんがい期 (10月11日から 5月31日までの期間をいう。 以下3叫3)の

{ロ)ののにおいて同じっ平均毎秒2.12立方メートル〈最大毎秒3.14立方メートル)ならびに徳I:~

県内各地区に対して，水道府水として平均毎秒'2.15立方メートル〈此大毎秒'2.69立方メートル〉

-34一

ご叫

および工業用水として毎秒8.35立方メートルの取水を可能ならしめるの

(ロ}香川県に対するかんがい用水，水道用水およひr業用水の供給(以下「香川用水」という〉

前岐平野の約31.000へクタールの良地に対して，かんがい用水としてかんがい期 (6)111日から

10月10日までの期間をいれ以下3の(3)の{ロ)ののにおいて同じ。〕平均毎秒8.00立方メートル(最

大毎秒11.30立方メートル)，非かんがい期(10月日日から 6月10日までのj開町をいう。以下3の

(3)のlロ}ののにおいて同じ。)平均毎秒 1日目立方メートル(最大毎秒1.50立方メートル〕ならびに

香川県内各地l互に対して，水道用水と Lて毎朝2.00立方メートルおよび工業用水として毎秒'2.50

立方メートルのI脱水を可能ならしめる。

(吋愛媛県に対するかんがい用水，水道用水および工業用水の供給ならびに発泡(以下「愛媛分水J

という〉

新設される新宮ダムおよび既設の抑甑ダムとあいまって，伊予三島市，川之江市および土居町に

対して，かんがい用水としてかんがい期 (6月6日から10月5日までの期111]をいう。以下3の仰

の(ロ}ののにおいて同じ。)平均毎帯。.374立方メートル(最大毎秒O.G<1立方メートル)，訓かんが

い却;](10月6日から 6月5日までの押l間をいう。以下 3の(3)の(ロ)ののにおいて同じ。〕平均毎秒

。005立方メ トル(必大毎秒0.32立方メーいけならびに伊子三品および川之江地区に対して，

水道用水として毎秒0.23立方メートノレおよび工業用水として毎秒'4.95立方メートルの取水を可能

ならしめる。

なお，平明剖Iダムの建設にあわせて，愛媛県においては別途銅山川第3発電所を新設し，最大出

力11.700キロワットの発'111を行うこととされているので，当該早期打liJfムのうち括'm;!こ係る部分

の事業を愛媛mの委託を受けて災施する固

(斗尚知県に対する水道用水および工業用水の Ð~ki右ならびに発電(以干「高知分水」という)

瀬戸川および地球苛 )11から銃川へ分水l..，鏡グムと相まって， i'.'li知市およびその周辺地区に対し

て，水道用水として毎秒。 73立方メートルおよび工業用水として毎秒叩 50立方メートルの取水を

可能ならしめる。

なお，早明剖fダムの建設にあわせて，四国m力株式会社においては別途天神発屯所を新設し，最

大出力11，800キロワットの発電を行うこととされているので，当該ー早明冊iJfムのうち発電に係る

部分の事業を四国m力株式会社の委託を受けて実艦する。

同早明浦ダムの建設にあわせて， ru~開発株式会社においては別途早明言告発泡所を新設し，最大出

力42，町3キロワフ卜の発むを行うこととされているので，当該早明叫Iダムのうち発電に係る部分

の事業を'ill源開発株式会社の委花を受けて尖施する。なお，四国電力株式会社においては池田タe

ムのll!日設地点に別途池田発iT!:ifrを新設し，最大tll力昆 000キロワットの発泡を行うこととされて

いる。

3 貯水，放流，取水または寺本に閲する計画

(1)貯水池の名祢

早l岡市貯水池

35ー
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(司 貯水位，貯水容泣およびその用途別配分 。非かんがい却;J(10月日日から 5月20日までの期間jをいう。〉

グム')向さを106.0メートルとl-.将来貯水池に地引すると考えられる堆砂批 17，000，叩J立方メ #秒15.0立方メートル

トルを含み，総貯水容出止を316.000. 000立方メ}トルと定的. j止商liZJ水{止を標高343.0メートノレ 2)VmA:，m水

とする。 吉野川池田地点下流沿岸の農地に対するかんがい用水ならびlこ倍島県内各地区に対する水道用水

貯水池の省批配分については，洪水利節のための容批は標高329.5メ トルから標高343.0メート および工業用水の供給のために，池田地点において次の流民を確保するように早明百Jiダムから1M

Jレまでの 90.000.000立方メートルと L iilt*の正常な機能の維持，新規利水および吉野川本流 給する。

の発屯のための容:h¥は，洪水期(7月 1日から10月10日までの期1mをいう。以下同じ。)は標高 。かんがい用水

275.0メートルから標同329.5メ トルまでの 199.000.000立方メート/v.そのうち発泡のみのた かんがい期 平均毎秒3.22立方メートル

めに利用できる容祉は26，0日0.000立方メートルとする。 (最大毎事;6.46忠方メートル〕

また，非洪水期(洪水J回以外の押l問をいう。以下同じ。)は標日275.0メートルから標高 331.0 非かんがいj田平均j~秒;2.12立方メートル

メートルまでの 20~， 000. 000立方メ トルとし，そのうち，発屯のみのために利用できる容量tは (故大保存'3.14立方メートル)

36.000.000立方メートルとする。
。水道用水 平均毎帯2.15立方メートル

(3) 貯水池の使用基準 (ftl大軒秒2田立方メー lル)

早fJfJñlìグムにより，新設される池~I ダムおよび新官ダムならびに既設の柳瀬グムとともに古野川 。工業用水 毎秒8.35立方メートル

の洪水調節を行しりまた，池間グムとともに(3)の{ロ}の1)-のまでに規定するi也岡地点における流 3)香川!Hホ

誌を確保するよう補給を行う。 讃岐平野のi民地に対するかんがい用水ならびに香川県内各地区に対する水道却水および工業用水

{イ}洪水市i節 の供給のために，池田地点において次の流肢を確保するように早明浦グムから布Ii給寸ーる。なお，

早IYl淵ダム地点における計岡山水流ftk4iJ':秒4.700立方メートルに対して洪水調印容品目。.000，000 当該用水の供給は新s設される池山ダムから行うものとする。

立方メートルを利用して最大毎秒2，700立方メートルを調節「る。 。かんがい用水

洪水l'Jにおいては，洪水制節を行う場合を除き，水位を穏日 329.5メートル以下[こ制限するもの かんがい期 平均jJj:秒8.00立方メ 1. /レ(最大毎秒11.30.u'方メートル〉

と寸る。 Uti大毎秒11.30立方メートル〉

なお， ，1 洪水期においても，洪水市 1引を行う場合を除き，水位を標高 331.0メートル以下に制限 手ドカミ/νカ旬、j国 平均毎秒1.00立方メートJレ

するものとし，洪水調節は当該水位から標高 343.0メートルまでの容払出，000，000立方メートル (最大毎秒1.5ヲ立方メートル〕

を利用して行うものとする。
。水道用水 毎秒2.00立方メートル

同用水補給
。工業用水 fii:帯2.50立方メートル

1)流水の正常な機能の維持
4)愛媛分水

古野川の流水の正常な機能を維持するために必要な流抗として，池田地点において次の流誌を訂正 既設の抑制グムおよび新設される新宮ダムから発泡ならびに木造用水および工業用水として右手秒

保するように，新設される池凹グムの操作とあわせて早l則前グムから捕給する。 13.8立方メートル以内の流量を伊予三品および川之江地区lこ，ならびにかんがい用水としてかん

。かんがいj目(5月21日から10月10日までの却]1:¥[をいう。〉 がいj~平均毎秒。 754 立方メート Jレ(最大俗秒2.03立方メートル)，非かんがい期平均毎fJO.005

5月21r:lから 5月31日まで毎秒40.0立方メートル 立方メートル(最大毎秒0・32立方メー 1./レ)，年間8，050， OOO:u:方メートル以内の流fl'cを伊予三品

6月1日から 9月10日まで毎秒43.0立方メートル 111.川之江市および土居町にそれぞれ分水するものとする。

9月11日から 9月20日まで毎静29.0立方メートル なお，当日支分水品には，府立111から新古ダムに対して毎秒 4・0立方メートル以内の分水を行った

9月21日から 9月30日まで毎秒27.0立方メートル 流誌を含むものとする。

10月1日から10月10日まで毎秒20.0立方メートル 5)高知分水

新設される市1戸111取水艦設から毎秒 4.4立方メ}トル以内の流況を地蔵寺川に分水l..，さらに新
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t子"

ロ}ラーゲート式型設される地球守 )111札水直目立から苑'j'Uならびに水道L用水および工業用水として毎秒6.0立方メート

同さ1&8メートル×幅11)， 4メー 1-，レ

椋世'j325.0メー lノレ

6門

ili 

向

数

放

r~ 

ル以内の流iιを鋭)11へ分水するものとする。なお， j血}匝守川取水施設からの分水hlにはg 瀬戸川

取水底設からの分水i止を含むものと寸る。

なお， 1)からのまでの補給に支障を与えない部illlm~ 守で早IYlìrtì貯水池の貯水を jlilllf川本流の発屯の

ために使用すQ ことができるものとする。 {ロ}放流*

ホロージェットパJレプ式聾!{ぺ貯水池町ト保貯留:!d:

2，000ミリメートル径
.[ 恥は :lf.)jメートル

基準日の備問、貯Wfi工、平IYI古li貯水池においては，流水の正'1;1;な

262.0メ トル中心標的i
日

2月20日 104，000，0以)

司E部

機能の維持および新鋭利水の補給のため

に1主流する場合を除さ， Jr-i水池のl町間f止

を右の去の基準日において当該基準日の

2 r9 3立prJ 
147，000，000 4月5日

管理設備(3) 

lイ)ダム管理所
173，000.000 5)]5日

確聞Wf倍主主〔基準離以外の日においては

グム管理のためにi必要な管理所およびそれにf-j";/Wする脳設を設ける。
173， 000， 000 5 ))20日

当該日の目前の冊li'e貯悶批と紅後の確保

。ロ)悦i別設備
147，000，000 6)]5[1 

j昨間iよから等主主的にZ下山される国:保貯WI

必要に応じてリモ トコントロール方式による雨五ほ見測所お上び同方式による水位観測所を設け
147，000，000 6 mO日

i止〕以上に保つものとする。

。。156， 000， 000 7月 5[1 
施行区域-1 

村通li:i辿絡設備164， 000， 000 7月10日
ダム(1) 

マイクロウェーフ回線により早i旧制lグムと建設省および水資源開発公団(以下「公団」という〕
173. 000， 000 71115日

高知貼士{主榔土佐町'1'品右t't1

の関係槻聞との1mに所要の通信連絡網を設ける。

(斗詳報設備

173， 000， 000 8 )jJ5日同知県長l尚1出本山町古野左74}

下流吉野川沿岸に必要に応じて詳報設備を設ける。

J目

147，000，000 PI31日池ホ貯(2) 

147，000，α)0 9月30日高知県長阿部本山町

工

活エ

昭和38年 4月(ただし， 113和42年4月 1R辿設省から公団に承継された。〉

6 

(1) 

158，000，000 

158， 000， 000 

104，000.000 

101110日

11月 10~

12月31日

高知県土位i出土位町

高知県土{主郎大川村

工事計画5 

白)完工ダムの型式および規模

昭平153年3月の予定lli力式コンクリートダム式主目

(1) 

費用およびその負担方法7 

(1) {Jt~住 J!

lOliメー HレEE 

出 rJI長

約328位円〈発泡に係る部分を吉む〉

400メートル

6メートル

上記のうち，昭布142年 3 月末日までに特定多目的ダム建設'J>m~!として約四位円が支H\ されてい105メートル結政脳

1

l

i

l

i

-

-

堤

堤長幅

"， 越流剖¥ 325.0メートル

1~用の負担

[イ)洪水調節および流水のIE'ii¥'な機能の維持に係る費用の相は，建設に裂する費用の額に 1，000分の

575.3を乗じて得た制とl..，水資源開発公団法(以下「公団法」という)第26条第 1項の規定に

より，公団はその針用のうち，既に悶が:M5した費用円相を控除Lた残飯を固から交付を受けるも

のとする。

- 39 

白)

ー
- 38ー

345.0メートル

約1，200.000立方メートル

グムの構造

JJDSI越流

)1越流fm

(2) 

(イ}洪水放流設備

1， 正巳

児TJj椋向

従体制
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一 巳 ) 同 - 思 三 荏 E 吾 、 』 一 一 川 盟 主 玉 川 畑 出 向 軍 制 沼 町 円 n m v q - μ ヨ h h M E 号 喧 ヨ - H 首 吋 一 川 甘 h q L い 詔
E 『 呂 詩 荏 号 守 P M O H

? 遣 を れ 執 が き ロ 缶 詰 t F 隠 さ h E Z H 岩 国 司 詰 - n r g Z E E - N 仲 潟 ロ ペ 言 語 存 「 吟 回 ]

持 活 民 同 帝 国 ご 虫 色 注 目 一 h L E - 吟 固 江 市 号 車 = 一 呂 酋 吉 申 立 回 一 h E 京 協 「 汗 湾 当 、 話 足 時 間 掛 「 持 出 回

韓 日 仲 一 一 出 す m v 涼 2 時 ぬ 号 。 「 呂 什 斗 酬 。

三 斗 ハ 門 間 百 一 } 斗 ハ 一 μ 羽 山 由 完 ヨ εさ - H - 長 持 一 円 刷 出 斗 か 湾 当 E 強 行 「 0 6 0 山 町 v e g 日 時 出 附 円 い ぺ 諮 汗 強 什 了 仲 何 回

一 円 甘 τ ペ 片 辛 斗 向 。 AUε 什 斗 由 。 片 司 「 - 吟 目 立 吟 E 路 当 日 U N F 国 4 H H 同 q 迄 』 尚 一 れ 軒 デ れ い 宮 町 盟 問 見 ハ 内

持 出 同 a E 一 H t m J 『 N V 均 一 n z h a し 円 三 H H 同 商 品 川 内 出 r a 什 「 ・ 向 い 3 J W A V E M O 町 四 回 目 叶 帯 「 汁 足 当 号 蛍 一 円 吉

出 斗 が 治 世 意 打 、 u f J パ 存 司 幅 一 日 目 一 主 、 b E M 一 日 山 田 斗 H d a 三 行 甘 τ ペ リ 同 学 廿 時 以 F 呂 町 J 可 申 。

。 接 ~ r p F P 3 D 世 蛍

房 副 同 行 帰 J 可 申 津 温 邑 省 一 H r o o - o 出 3 N H U 町 出 州 戸 い ペ お 甘 さ

。 帯 三 一 p r a 治 世 さ

協 - 持 行 総 斗 創 出 4 2 3 建 一 h r o o o ヰ a E N 仲 出 ロ ペ 主 致 活

。 笛 - Z 」 - f r 持 出 同 情 桔 E a D 首 4 E

E M 晃 一 円 揺 J 可 申 浮 ヨ 3 ι E - h r 。 。 。 山 v a F ∞ 附 出 戸 い ペ 怠 汗 詰

ニぷ w g F F 3 D 官 悼 同 日

巴 山 持 一 れ 岡 市 い 可 申 寄 道 苫 蛍 一 μ 「 0 0 0 山 間 中 司 「 む 時 出 口 パ 怠 片 時 日

五
H 滞 泊 券 - h 爵 出 湾 当 号 詮 一 デ 匡 山 即 時 打 耀 斗 か H H 4 z a 意 打 r c c o 時 3 5 @ ド 仲 消 ロ ペ お 汗 慧 什 「 噂 吟 回

行 社 τ j 円 M 同 準 4 ー が 廿 号 庁 J 咋 が 。 汁 花 「 吟 E Z 吟 E 諸 国 足 掛 回 目 ド S 3 諮 問 - h h ? H F 即 『 斗 ハ 町

μ い 鵠 沼 決 法 号 己 一 H t r J 叶 が 告 白 行 事 h a L π 由 一 H H H 間 前 件 出 p a 什 「 μ a - u v E 虫 淳 一 h M 間 引 っ 「 汗 漂 泊 告

さ 一 円 話 出 1 『 引 い 宮 市 強 行 d τ ぺ 一 F M 引 き ま 町 、 ト 国 民 同 情 斗 H A 3 一 丘 一 円 甘 ± ペ 同 学 せ 侍 印 r a 庁 斗 向 日 c

c 議 E p r a b 古 強

E M 詩 - h 出 拍 J 『 か 臣 、 当 司 哲 一 H r o o o 時 司 ∞ N 4 時 出 ロ ペ 詰 片 時 ~

。 4 2 ニ r J p a p 世 話

匹 目 同 一 円 出 品 ・ 叫 が 定 温 司 強 行 r o o c 淳 司 呂 ω 町 出 ヨ ペ 草 汗 蛍

。 室 E 」 ニ い 』 い 詩 迫 持 白 砂 川 崎 河 川 E a h 同 商 品 同

E M 山 H R 岡 市 斗 印 車 道 呂 出 国 一 n r 0 0 0 山 m v a t - 口 『 町 神 戸 い J 門 事 対 意

。 京 吉 予 a b 世 蛍

E M 詩 円 出 品 斗 印 津 温 呂 苦 行 r 。 富 山 w a H A 時 出 。 ペ 苧 M J H 詮
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己 表 一 王 様 葬 凶 円 山 町 芹 甘 L汁
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事

ι 一

。山国電力株式会社

ill設に要するj!用円割に 1.000分の12.2在来じて得た知

村なお，早明前iグムの建設が完了するまでに，物価の若しい変動その他:rTC大な l私的の聖児がある場

合には， iiiJ各号に掲げる用途別負担額などを変更することがあるm

第 B節工事の経過

6-1概 要

早明日iダムは，昭和38{f4月に現地本山町古野に建設省四国地方1m設日早IJIおiダム調抗 Jq:主所を開

設し，実施計回調査を 2'}J 11~行い，昭和40'1'4月から早明il1ìダムゴ '1日1>務所と改祢L-.工、J~用道路を

はじめダム工事の準備工事にはいった。

昭和42~1~ 3 月末に本体耳、J~の一部発~I が行われ. 3月に仕事業:Je施方訓が辿設省から水資源開発公

団に指示され，同年4月 1日に公団へ引継がれた。同年12月にダムのJ.(硝担目'Iを開始l-， 43年12月に

ダム本体コンクリートの打設を開始した。昭萌145年10月事業実施方針および事業実施立H!lTIの一郎が変

更され，昭和46年11月には第 1次一部使用認可を受け11，水を開始した。工事は田制にすすみ，昭和48

年3月rム本体工事を完成した。

しかし，この間の昭和48年には. 6月の低気圧の逝過による山木. 7月初旬の集中京雨，下旬の台

凪 9号による出水. 9月上旬の熱帯世低気圧と中旬の台風20骨によるtll水，さらに10月下旬の低気圧

の影響による出水と度:mなる出水によって，早明話iダム貯水池は濁水問題が発生した。その対策とし

て，新たに表面取水設備を設置することとなり，昭和48~f10月に若干ユし昭和49年 6 月末にお成した。

さらに昭事149年 8 月事業実施方針の変更およびIIR羽U50年 3 月'1>:\\、実施計聞の変更がなされ，工事~l{ も

250憶から309憶に，工期も昭和47q~3 月を昭和5出f' 3 月に改め，約12年の歳月を経て昭和市O'f' 3月に

完成した。

このような経過を経て，早明ñ1ìYムは昭和50~r:. :1月より池田総合管理所，平明訓liYム管理所として

移行した。しかしながら昭和田年 8月の台風5号. 6 号，昭和51~f~の台風17号の腿来により. 21立に

わたり計画ïGî71 流拡と同程度またはこれを七回る大出水が発生L 早明~Iìダム周辺および下流に甚大

な災害をもたらした。

これら出水の実続をもとに今後の管理に支障なきょう，減勢ヨの改良および危険区域家屋の移転在

実施することになった。このため昭和52年3月に事業実施方針変E指示.同年4月に実施計四変更認

可を受け，ここに事業費約328億円，工期昭和38'1'皮~昭和52年度と聖児がなされ，昭和52年度予算

16位 8.400万円で早明l1Iiグム対策室を発足させ'1>業実施にあたった。

その後，減勢工改良の数lJ:.tmおよび給気管設問工事， ;il'J水対策に伴う水道補償の新規追加により昭

和52年度予算は約2位2，050万円に拍車1.工期は昭和53年住までに変更され，昭和54年3月ですべて

の工事を完了した。
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